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『意見書『意見書』』とはとは
　意見書とは、広く社会一般の利益に関する事柄で、直接、議会の権利
が及ばない国などの事務について、議会としての意思をまとめた文書の
ことをいいます。
　市民の皆さんからの要望や意見を、国政や県政に反映させるため、地
方自治法第９９条「議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」との規定
に基づき、国や県に対し議長が議会を代表して提出するものです。
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●○○○○３月２２日
原案 
可決

平成３１年度綾瀬市一般
会計予算

第 １ 号 
議 案

●○○○○〃〃
平成３１年度綾瀬市国民
健康保険事業特別会計
予算

第 ２ 号 
議 案

●○○○○〃〃平成３１年度綾瀬市下水
道事業特別会計予算

第 ３ 号 
議 案

●○○○○〃〃
平成３１年度綾瀬市深谷
中央特定土地区画整理
事業特別会計予算

第 ４ 号 
議 案

●○○○○〃〃平成３１年度綾瀬市介護
保険事業特別会計予算

第 ５ 号 
議 案

●○○○○〃〃
平成３１年度綾瀬市後期
高齢者医療事業特別会
計予算

第 ６ 号 
議 案

○○○○○〃〃
綾瀬市一般職の職員の
給与に関する条例の一
部を改正する条例

第 ７ 号 
議 案

○○○○○〃〃綾瀬市再生資源物の屋
外保管に関する条例

第 ８ 号 
議 案

○○○○○〃〃

綾瀬市放課後児童健全
育成事業の設備及び運
営に関する基準を定め
る条例の一部を改正す
る条例

第 ９ 号 
議 案

●○○○○〃〃綾瀬市下水道条例の一
部を改正する条例

第１０号
議 案

○○○○○〃〃市道路線の廃止につい
て（Ｒ３３２）

第１１号
議 案

○○○○○〃〃市道路線の廃止につい
て（Ｒ３３３）

第１２号
議 案

○○○○○〃〃市道路線の廃止につい
て（Ｒ４７１）

第１３号
議 案

○○○○○〃〃市道路線の認定につい
て（Ｒ４７１－１）

第１４号
議 案

○○○○○〃〃市道路線の認定につい
て（Ｒ８０－３）

第１５号
議 案

○○○○○〃〃市道路線の認定につい
て（Ｒ８８１－５）

第１６号
議 案

●○○○○〃〃平成３０年度綾瀬市一般
会計補正予算（第５号）

第１７号
議 案

○○○○○〃〃
平成３０年度綾瀬市国民
健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）

第１８号
議 案

○○○○○〃〃
平成３０年度綾瀬市下水
道事業特別会計補正予
算（第２号）

第１９号
議 案

○○○○○〃〃
平成３０年度綾瀬市後期
高齢者医療事業特別会
計補正予算（第１号）

第２０号
議 案

○○○○○〃同意
綾瀬市固定資産評価審
査委員会委員の選任に
ついて

第２１号
議 案

○○○○○〃採択

東名高速道路にかかわ
る騒音の改善策とその
橋梁等の改良工事要望
に関する請願書

請 願 
第１１号

○○○○○〃
原案 
可決

東名高速道路にかかわ
る騒音の改善と橋梁の
改良等を求める意見書

意見書案
第 １ 号

○●○●●〃否決日米地位協定の抜本的
な改定を求める意見書

意見書案
第 ２ 号
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○○○○○５月１５日承認

専決処分の承認につい
て（綾瀬市介護保険条
例の一部を改正する条
例）

第２２号
議 案

○○○○○〃〃

専決処分の承認につい
て（綾瀬市国民健康保
険税条例の一部を改正
する条例）

第２３号
議 案

○○○○○〃同意綾瀬市監査委員の選任
について

第２４号
議 案

　東名高速道路は、昭和４４年に全線開通して以来、我が国の文化・産業の発展
に寄与する重要な社会基盤として利用されている。全線開通から５０年が過ぎ、
交通量や周辺環境が変化する中、高速道路の安全性向上と機能強化に取り組ん
でいる中日本高速道路株式会社により、防音壁の改良などが行われ、周辺住民
に対する環境改善が図られてきた。
　しかし、綾瀬市内約５キロメートルの通過区間のうち、任意の場所で騒音測
定を行った結果、周辺マンションでは上層階に上るにつれ、橋梁付近では防音
壁の途切れる場所で騒音が大きくなることが判明した。
　さらに、市内には落下防止柵のない橋梁があり、軽微な落下物でも、大事故
を招く危険性がある。
　近隣自治体の橋梁には、本市より充実した防音、落下防止設備が見受けられ、
本市にも同様の設備を設置する必要がある。
　よって、国においては、大和トンネル付近の渋滞対策工事を実施する際に、
東名高速道路周辺の環境調査を行い、実態を把握することに加え、市や周辺住
民への情報提供やさらなる騒音軽減対策、落下防止柵等の設置による安全対策
に取り組むよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　平成３１年３月２２日

 綾瀬市議会議長　武　藤　俊　宏　

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　国土交通大臣　　あて
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